
令和 8年度 

１年国語科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

・学年別配当漢字表に示されて 

いる漢字に加え、そのほかの常 

用漢字の読み書きができる。ま 

た、文や文章の中で使うことが 

できる。 

・事象や行為、心情を表す語句の 

量を増やし、話や文章の中で使 

うことを通して、五感を磨き、語 

彙を豊かにしている。 

・単語の類別について理解する 

とともに、指示する語句と接続 

する語句の役割について理解を 

深めている。 

・原因と結果、意見と根拠など情 

報と情報との関係について理解 

している。 

・音読に必要な文語のきまりや 

訓読の仕方を知り、古典を音読 

し、古典特有のリズムを通して、 

古典の世界に親しんでいる。 

【話すこと・聞くこと】 

・目的や場面に応じて、日常生活 

の中から話題を決め、集めた材料 

を整理し、伝え合う内容を検討し 

ている。 

・必要に応じて記録し、質問しな 

がら話の内容を捉え、共通点や相 

違点などを踏まえて、自分の考え 

をまとめている。 

【書くこと】 

・書く内容の中心が明確になるよ 

う、段落の役割などを意識し文章 

の構成や展開を考えている。 

・根拠を明確にしながら、自分の 

考えがわかる文章になるように 

工夫している。 

【読むこと】 

・場面の展開や登場人物の相互関 

係、心情の変化などについて、描 

写をもとに捉えている。 

・文章を読んで理解したことに基 

づいて、自分の考えを確かなもの 

にしている。 

・すすんで文章を読んで理解 

したことに基づいて自分の 

考えを確かなものとし、考え 

たことを伝えようとしてい 

る。 

・積極的に場面と場面、場面 

と描写などを結び付けて解 

釈し、学習の見通しをもって 

考えたことを伝えあおうと 

している。 

・必要な情報に着目して要旨 

をまとめると共に、学習課題 

に沿って積極的に文章にま 

とめようとしている。 

・古典の世界に親しむと共 

に、学習の見通しを立てて考 

えたことを積極的に伝えよ 

うとしている。 

・自分の考えを確かなものに 

するとともに、学習課題につ 

いて粘り強く考え、伝え合お 

うとしている。 

評
価
方
法 

・常用漢字配当漢字表に示され 

た漢字の読み書きができる。 

・語句の役割を理解し、語彙を豊 

かにすることができる。 

・文語のきまりや訓読の仕方を 

理解し、活用できる。 

小テスト、定期テスト 

・設定した話題に沿って、自分の 

考えを発表できる。 

・文章の効果的な構成や根拠を考 

えて文章を書ける。 

・文章を読み、内容を理解したう 

えで自分の意見をもてる。 

ワークシート、定期テスト、課題

作文、発表 

・ノート、ワークシートなど 

を提出し、授業に意欲的に取 

り組むことができる。 

・様々な分野に興味・関心を 

もち、文章に触れることがで

きる。 

ノート、ワークシート、発表

等 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 



令和 8年度           ２年国語科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

・第１学年までに学習した常用漢字 

に加え，その他の常用漢字のうち 350 

字程度から 450 字程度までの漢字を 

読んでいる。また，学年別漢字配当表 

に示されている漢字を書き，文や文章 

の中で使っている。 

・抽象的な概念を表す語句の量を増

し，話や文章の中で使うことを通し，

語感を磨き語彙を豊かにしている。  

・意見と根拠，具体と抽象など情報と

情報との関係について理解している。 

・本や文章には、様々な立場や考え方

が書かれていることを知り、自分の考

えを広げたり深めたりする読書に生

かしている。 

・敬語などの相手や場に応じた言葉

遣いを理解し、適切に使用している。 

・歴史的仮名遣いに注意して，作品の

特徴を生かして朗読するなどして，古

典の世界に親しんでいる。 

・現代語訳や語注などを手掛かりに

作品を読むことを通し，古典に表れた

ものの見方や考え方を知っている。 

【話すこと・聞くこと】 

・目的や場面に応じて，社会生活の中から

話題を決め，異なる立場や考えを想定しな

がら集めた材料を整理し，伝え合う内容を

検討している。 

・論理の展開などに注意して聞き、話し手

の考えと比較しながら、自分の考えをまと

めている。 

【書くこと】 

・伝えたいことがわかりやすく伝わるよ

うに，段落相互の関係などを明確にし，文

章の構成や展開を工夫している。 

・目的や意図に応じて，社会生活の中から

題材を決め，多様な方法で集めた材料を整

理し，伝えたいことを明確にしている。 

【読むこと】 

・文章を読んで理解したことや考えたこ

とを知識や経験と結びつけ，自分の考えを

広げたり深めたりしている。 

・文章全体と部分との関係に注意しなが

ら，主張と例示との関係や登場人物の設定

の仕方などを捉えている。 

・漢字や語句の意味について理解を深

め，今までの学習を生かして文章の中で

使おうとしている。 

・登場人物の言動の意味を考え，今まで

の学習を生かして考えたことをノート

にまとめようとしている。 

・登場人物の設定の仕方を考え，学習課

題にそって自分の考えを深めようとし

ている。 

・文章の構成や論理の展開について考

え，学習の見通しをもって議論しようと

している。 

・積極的に意見と根拠，具体と抽象など

情報と情報との関係について理解し，学

習の見通しをもって，意見を述べる文章

を書こうとしている。 

・古典の世界に親しむと共に、現代語訳

や語注などを手がかりに作品を読み，学

習課題にそって解釈したことを表現し

ようとしている。 

・学習課題に対して、粘り強く意欲的に

取り組み、自らを調整していくことで考

え方を広げ、技能を磨こうとしている。 

評
価
方
法 

・常用漢字配当漢字表に示された漢

字の読み書きができる。 

・語句のはたらきや特徴について理

解し、語感を磨き語彙を豊かにするこ

とができ、活用できる。 

・古典作品を読むことを通して、古典

に表れたものの見方や考え方を知る

ことができる。 

小テスト、定期テスト 

・自ら課題を設定し、話の構成や表現の工

夫をして発表することができる。 

・文章構成や表現の工夫とその効果につ

いて考え、文章を整えることができる。 

・文章を読んで理解したこと、考えたこと

を知識や経験と結び付け、自分の考えを広

げたり深めたりすることができる。 

ワークシート、定期テスト、課題作文、発

表 

・授業に積極的に参加し、ノートやワー

クシートへの取り組みができる。 

・様々な分野に興味・関心をもち、知識

や技能を磨きながら自らを調整するこ

とができる。 

ノート、ワークシート、発表等 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 



令和 8年度 

３年国語科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

・第２学年までに学習した常用漢字

に加え、その他の常用漢字の大体を読

み、学年別漢字配当表に示されている

漢字について、文や文章の中で使用し

ている。 

・理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し、話や文章の中

で使うとともに使い分けをし、語感を

磨き語彙を豊かなものにしている。 

・話や文章の種類とその特徴につい

て理解を深めている。 

・具体と抽象など情報を情報との関

係について理解を深めるとともに、情

報を信頼性の確かめ方を理解し使用

している。 

・歴史的背景などに注意して古典を

読むことを通して、その世界に親し

み、長く親しまれている言葉や古典の

一節を引用するなどして使用してい

る。 

【話すこと・聞くこと】 

・社会生活の中から話題を決め、

自分の立場や考えを明確にし、相

手を説得できるように論理の展

開などを考えて話の構成や表現

を工夫している。 

・話の展開を予測しながら聞き、

聞き取った内容や表現の仕方を

評価したり、話し合いにつなげた

りし、自分の考えを広げ深めてい

る。 

【書くこと】 

・目的や意図に応じて社会生活の

中から題材を決め、伝えたいこと

を明確にして読み手を説得でき

るような論理の展開を工夫し、文

章全体を整えている。 

【読むこと】・ 

・文章を読んで、論理や物語の展

開の仕方、ものの見方や考え方を

捉え、自分の考えを広げたり深め

たりして自分の意見をもとうと

している。 

・自らの言語感覚を豊かなも

のにし、言葉によって自分の

考えを形成したり、考えたこ

とを相手に伝えようとした

りしている。 

・相手、目的、場面などに応

じて適切な言葉を判断し、相

手に伝わるように使用しよ

うとしている。 

・時間の経過による言葉の変

化などについて理解し、今ま

での学習を行かして考えた

ことを説明しようとしてい

る。 

・自らの学習課題に対し、粘

り強く取り組み、自己を向上

させ、思いや考えを伝え合お

うとする態度を養おうとし

ている。 

・粘り強く学習課題に取り組

み、調整しながら意欲的に学

習する態度を養おうとして

いる。 

評
価
方
法 

・常用漢字配当漢字表に示され

た漢字の読み書きができる。 

・語彙を豊かにし、適切に使用す

ることができる。 

・古典の基本を理解し、活用でき

る。 

小テスト、定期テスト 

・自ら課題を設定し、自分の考え

を発表できる。 

・相手に伝わる効果的な文章構成

や表現を考えて文章を書ける。 

・相手の考えから自分の考えを広

げることができる。 

ワークシート、定期テスト、課題

作文、発表 

・授業に積極的に取り組み、

ノートやワークシートへの

取り組みができる。 

・様々な分野に興味・関心を

もち、自分の言語感覚と学習

意欲を向上させることがで

きる。 

ノート、ワークシート、発表等 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 



 


